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合意書締結団体

寄贈締結団体 256団体
提供締結団体 314団体
行政・社協 61団体
市民団体 253団体

（子ども食堂・居場所・施設・
福祉関係）

フードドライブ回収拠点 340か所

賛助会員寄付状況

団体会員 215団体 682口
682万円

個人会員 307人 1733口
1,733,000円

寄付金
2022年度 15,821,026円
累計 69,845,882円

寄贈食品計 29.8㌧

企業・生協等 20.4㌧

フードドライブ 9.0㌧

寄付金購入 0.4㌧

提供食品計 293回 32.5㌧

行政・社協 56回 5.8㌧

地域フードバンク 79回 12.4㌧

こども食堂等 129回 12.6㌧

施設・福祉・外国
関連

29回 1.6㌧

12月

基本情報 2022年度の累計（2021年度寄贈287㌧提供270㌧）

寄贈 262.6㌧前年同月比146％ 提供 274.５㌧前年同月比150％

提供重量32.5㌧は前年比134.8％。冷凍食品は子どもでもすぐ食べられ
ると人気で、大量入庫するも直ぐに品薄になる状況。

寄贈重量29.8㌧は前年比121.0％。食品企業からの冷凍食品大量寄贈が
あった。フードドライブも既に70㌧を超え、昨年度重量に迫る勢い。

提 供（出庫）寄 贈（入庫）

○事業者寄贈 紙面に限りがあり敬称略で報告します
マルハニチロ（冷食1.7㌧)、セブン＆アイ･フードシステムズ（冷食2.9㌧）
山崎製パン（パン0.3㌧)、相鉄ローゼン（米0.5㌧)、ミツハシライス（米0.6
㌧)、よこすか葉山農業協同組合（キャベツ0.6㌧)、富山県漁連（冷凍魚)、
キリンビバレッジ（飲料6.7㌧)、味の素AGF（飲料2.1㌧)、コカ･コーラ
（飲料1㌧)、日本食研（めんつゆ)、ファンケル（発芽玄米)、オリエント
ベーカリー（パン)、日生協（バウムクーヘン)、ユーコープ（米等）、他

○防災備蓄品
東芝横浜事務所、日新産業、神奈川信用保証協会、マクニカ
○フードドライブ
イトーヨーカドー（26店舗)、無印良品（39店舗)、そうてつローゼン、イオ
ン、ヨークマート、神奈川県庁、神奈川トヨタ自動車、相鉄バス、
スズキ自販湘南、東急モールズディベロップメント、中栄信金、かながわ学
生ボランティア連合、こくみん共済COOP、リュウカンパニー、金泉寺、栄
区役所、三井住友海上、ドコモCS神奈川支店、武部鉄工所労組、生活クラブ
復興まつり、生活クラブ本牧デポー、ユーコープ、パルシステム神奈川、パ
ルゆめつなごう展、セカンドリーグ神奈川、富士フィルム生協、横浜労福協、
横浜戸塚地域連合労福協戸塚支部、三浦半島労福協、ワークピア横浜、他

○米一合運動/プロジェクト
神奈川県労福協（マッチングギフトで1.3㌧）、電機連合東芝マテリアル労組、
ヤマト運輸労組、ユーコープ県央3エリア会、アネスト岩田、湘南労福協

〇行政・社協・委託 30団体
横浜市・区社協、横浜ひとり親支援（母子寡婦福祉会）、相模原市、横須賀市、
鎌倉市、厚木市、海老名市、小田原市、葉山町、神奈川県社協、藤沢市社協、平
塚市社協、逗子市社協、綾瀬市社協、二宮町社協、他

〇地域のフードバンク 40団体
スマイルネットありがとう、たすけあい、フードコミュニティ、くろーばー
マーケット、カナン･キリスト教会、お福わけの会、川崎医療生協、さろんど
て、セカンドリーグ神奈川、ビーバーリンク、国際交流B.P Solution、FBふ
じさわ、FB浜っ子南、神奈川FBプラス、FB湘南、他

〇こども食堂居場所等 91団体
ひまわり、キッズカフェ杉田、金沢こども食堂すくすく、アフリカヘリティ
ジコミュニティ、アスリード､てらこや食堂ラッキーズ、かえでこども食堂、
キッチンうめちゃん、たいしょう食堂、となりのレストラン、RCB大口夢、
にのみやこども食堂便、ドリームセンターこどもカフェ、久木みんなの食堂、
横浜みどりの学校ひまわり、りり庵、横浜市立大学、満福うえのまち食堂、
こどもすまいる食堂、おだわら児童館連合、おもいやりカンパニー、ひまわ
り、平塚YWCA、モンドこども食堂、よこすかなかながや、他

〇福祉・病院・外国関係 20団体
ブラジルSoridario、スマイルオブキッズ（リラの家）、ＤＶ対策センター、
カラー、K2インターナショナルグループ、かながわ外国人すまいサポートセ
ンター、みらいあいのいえ、神奈川ゆめ社会福祉財団、相模、他

共同代表 當具 伸一
神奈川県生活協同組合連合会会長/

生活協同組合ユーコープ理事長

日頃は、フードバンクかながわへのご支援・ご協力大変
ありがとうございます。皆様のおかげで、フードバンクか
ながわも3月に設立5周年を迎え、食品提供団体314団体、
食品寄贈団体256団体と大きくなってきております。
しかしながら、新型コロナ感染拡大のもと、地域社会の

中で格差と貧困（経済的貧困・社会的孤立）はますます広
がり、食支援を求める声は大きく、これまで以上にフード
バンクかながわの役割発揮が求められています。
今後は、神奈川県内の主要な地域に、地域フードバンク

が立ち上がり、フードバンクかながわがハブとなりながら、
「フードバンクかながわ―地域フードバンク―寄り添い型
支援団体」といったかたちで、神奈川県内の食支援のネッ
トワークを創ることができればと考えています。
これまで以上のご支援・ご協力を賜りますようによろし

くお願いいたします。

共同代表 吉坂 義正
連合神奈川会長/

神奈川県労働者福祉協議会会長

新型コロナウイルス感染症の拡大は、国民生活を一
変させ、今なお収束が見通せない状況にあり、長期化
するコロナ禍に物価高騰が追い打ちをかけ、不安定雇
用、貧困や格差の拡大もあいまってフードバンクかな
がわへの支援要望も増えています。こうした中で、
フードバンク活動に、ご支援・ご協力頂きました皆さ
ま方に、心から感謝申し上げます。
私たち労働団体も引き続き各種活動の中で「お米一

合運動やフードドライブ」に積極的に取り組むととも
に、労働団体の連携を強化し「フードバンクかなが
わ」の安定した事業運営と、更なる事業拡大に向けて
「知ってもらう、伝えてもらう、行動する」を基調に
運動に取り組んでまいります。
皆さま方の引き続きのご支援・ご協力をお願い申し上
げます。

新年あけましておめでとうございます。フードバンクかながわをこれからもよろしくお願いします。

mailto:info@fb-kanagawa.com


クリスマスにすてきなお菓子のご寄付
ありがとうございました★★★

フードバンクかながわ
ホームぺージ

12月のフードバンク

コロナ禍で一層深まった格差貧困の拡大に加え、ウクライナ侵攻の影響による、食
料や燃料の高騰など、人々の暮らしに様々な影を落とし、経済的、社会的孤立が深
まっていった2022年でした。このような社会の状況下ですが、人々のたすけあい・分か
ち合う活動は広がり、 「もったいない」を 「わかちあい」 「ありがとう」へと繋ぐフードドラ
イブが市民社会に定着してきているようで嬉しいことです。また、多数の方々からご寄
付をいただき、今年度の目標額を早くも突破しました。今年もまだ厳しい状況が続くと
思われますが、フードバンク事業を通じた地域のたすけあいへの参加・協力を広げ、未
来を切り開いていきたいものです。

リュウカンパニー㈱

こくみん共済coop様より

JAよこすか葉山農協様よりキャベツのご寄付
来店型フードバンクを運営するNPO法人さくらんぼさん他へ県労福協様よりマッチング

ギフトによる米

キリンビバレッジ㈱様より飲料

㈱伊達建設様

YSCC横浜様

トヨタモビリティパーツ㈱様

第3回政策研究会 開催報告（2022.12.6)

コロナ禍での子ども食堂

金沢こども食堂すくすく 加々美マリ子さん

ご自身のお子さんがいじめから不登校となった
体験から、子ども食堂を始めた加々美さん。「おなかだけで
なく、心も満たす活動」を目標に、ひとり親世帯を対象に活
動を始めました。そこで感じたのは、子どもたちは圧倒的に
「体験」が少ないということ。周囲からの協力も得て、さま
ざまな体験の場を作っていったそうです。
コロナ禍で仕事が減って、働く場を無くしたお母さんや突

然休校になり居場所を失った子どもたちの痛みや悩みに沿い、
食品をコミュニケーションのツールとして、関係性を紡ぎな
がら寄り添う姿に、市民活動の力強さと自在性を感じました。

ご寄付ありがとうございました

JA横浜女性部様より

旭化成㈱労組様
一円玉募金ご寄付

神奈川県労働者福祉協議会
米マッチングギフトの取組

㈱セブン＆アイ･フードシステ
ムズ様より冷凍ハンバーグ

㈱オリエンタルベーカリー様

アネスト岩田㈱様

㈱スズキ自販湘南様

神奈川県庁様

三浦半島労福協様 湘南労福協様

大和リース㈱様

中栄信用金庫様

日立労組ソフト支部様

食品ロス削減コースターデザインコンテスト作品募集
応募期間：2023年1月1日～2月24日【部門および賞】

◇一般部門
最優秀賞（1名）QUOカード1万円
優秀賞 （2名）QUOカード5千円

◇中・高生部門
最優秀賞（1名）QUOカード5千円
優秀賞 （2名）QUOカード2千円

◇小学生部門
最優秀賞（1名）QUOカード5千円
優秀賞 （2名）QUOカード2千円

【応募資格】
「フードバンクかながわ」加盟団体
の組合員・職員とその家族

【応募方法】
◇フードバンクかながわホーム
ページにて応募内容をご確
認ください。

◇応募の際は応募用紙をホー
ムページよりダウンロードし
記載をお願いします。

◇作品は、手書き原本、JPG

PDFいずれかのファイル形式
で保存して、郵送もしくは
メールでご応募ください。
info@fb-kanagawa.com

10/1から約3か月間米一合運動に
取り組み、集まった米の重量と同
量の米1300㎏をご寄贈いただきま
した。

←栄区役所様

2/28
必着
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合意書締結団体

寄贈締結団体 260団体
提供締結団体 317団体
行政・社協 61団体
市民団体 256団体

（子ども食堂・居場所・施設・
福祉関係）

フードドライブ回収拠点 344か所

賛助会員寄付状況

団体会員 215団体 682口
682万円

個人会員 307人 1733口
1,733,000円

寄付
2022年度 16,082,026円
累計 70,089,889円

寄贈食品計 18.7㌧

企業・生協等 6.3㌧

フードドライブ 10.7㌧

寄付金購入 1.7㌧

提供食品計 255回 19.6ｔ

行政・社協 51回 3.5㌧

地域フードバンク 67回 7.7㌧

こども食堂等 112回 7.4㌧

施設・福祉・外国
関連

25回 1.0㌧

１月

基本情報 2022年度の累計（2021年度寄贈287㌧提供270㌧）

寄贈 281.3㌧前年同月比135％ 提供 294.2㌧前年同月比142％

提供19.6㌧は前年比79.6％だが、
出庫が入庫を上回る状況は続い
ている。食品の提供締結団体も
増加している。

1月までの寄贈重量累計が281.3㌧
となり、昨年度年間の寄贈287㌧
を超えた。フードドライブ回収拠
点も広がっている。

提 供（出庫）

紙幅に限りがあり、
敬称略で報告します。

寄 贈（入庫）

○事業者寄贈
山崎製パン（パン）、相鉄ローゼン
（米）、ミツハシライス（米）、日
本農産工業、日本食研（たれ・ソー
ス類、冷食）ファンケル（発芽玄
米）、Ｗismettacフーズ、日生協、
ユーコープ、他

○防災備蓄品
東京海上日動火災保険、かながわ信
用保証協会、東京電力パワーブリッ
ド、相鉄、一富士フードサービス
○フードドライブ
イトーヨーカドー（26店舗）、無印
良品（39店舗）、そうてつローゼン、
イオン、横浜銀行磯子・金沢エリア、
大和リース、日清オイリオグループ、
神奈川トヨタ自動車、いすゞ自動車、
スズキ自販湘南、大塚商会、第一生
命保険、三井住友信託銀行横浜西口
支店、マクニカ、岡谷エレクトロニ
クス、東京炭酸、田中歯科医院、丸
全昭和運輸、日本赤十字神奈川県支
部、太陽油脂、神奈川県庁、神奈川
県高等学校教職員組合、神奈川生協
連、金泉寺、日立労組・神奈川県西
支部、県中央地域連合、西湘労福協、
JA湘南女性部、JA神奈川県中央会
JA横浜磯子支店、中央労働金庫神奈
川県本部、他

○米一合運動/プロジェクト
ユーコープ横浜南1エリア会

〇行政・社協・委託 30団体
横浜市・区社協、横浜ひとり親支援
（横浜市母子寡婦福祉会）、相模原
市、横須賀市、鎌倉市、厚木市、海
老名市、茅ケ崎市、葉山町、藤沢市
社協、平塚市社協、逗子市社協、綾
瀬市社協、二宮町社協

〇地域のフードバンク 42団体
神奈川ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ･ﾌﾟﾗｽ、たすけあい、
ユナイテッドかながわ、くろー
ばーマーケット、カナン・キリス
ト教会、お福わけの会、報徳食品
支援センター、食支援ネットかな
がわ、さろんどて、ビーバーリン
ク、国際交流B.P Solution、FBふじ
さわ、FB浜っ子南、FB湘南、他

〇こども食堂居場所等 82団体
ひまわり、キッズカフェ杉田、金
沢こども食堂すくすく、アフリカ
ヘリティジコミュニティ、アス
リード､てらこや食堂ラッキーズ、
ふれあいっこ三ツ沢、宮ノマエス
トロ、横浜みどりの学校ひまわり、
横浜市立大学、おむすびの会、こ
ども食堂がじゅまる、他

〇福祉・病院・外国関係 19団体
ブラジルSoridario、スマイルオブ
キッズ（リラの家）、ＤＶ対策セ
ンター、カラー、かながわ外国人
すまいサポートセンター、自立援
助ホーム湘南つばさの家、他

いとしのエリーズ
（川崎市宮前区）

2021年10月より子ども食堂を開始、現在は月1回の開催時に

5名のメンバーと学生ボランティアが参加し、毎回約150食を準備し

ています。お米は1回に約15㌔を使用しています。不定期にフード

パントリーとして、食料を必要としている家庭や施設へ食材の提供

もしております。

❤ぱくサポ（ひとり親への食品提供会）
のおかげでいつも助かって希望が持て
ました。
本当にありがとうございました。
お米、子どものお弁当にとても
助かっています。前までお米の
心配ばかりしていたので、
こんな日が来るなんて本当に
ありがたいです。
心からありがとうございます。😊

❤ここ最近、市販の食品
の値段が上がり続いてい
るので助かっています。
缶詰や瓶詰はある
程度は保存して
おけるので、
便利に使って
います。😊 ❤たくさんの食品の支援が心の支えになっています。

ご支援くださる皆様に感謝いたします。😊
（NPO法人フードバンク浜っ子南 ご利用者様より）

❤お米やパスタ、餅の量の多さや、魚の栄養価の高い
食品、調味料、菓子類などの種類の豊富さと量の多さがと
てもうれしかったです。自分ではあまり選ばない
お菓子、レトルト食品があり、食をより楽しみ
なががら日々の食生活を送れそうです。
ありがとうございました。😊
（NPO法人フードバンク浜っ子南 ご利用者様より）

食品を利用された方々からの「ありがとうの声」をご紹介します

12月開催の
子ども食堂の
様子

食品受取団体活動紹介

～寄付者メッセージ～
食べる物がないというニュースに「平和な日本で何で？」と心

を痛め、何かできないかと考えていました。米一合プロジェクト
はすばらしい取り組みだと思います。大げさではなく、ごく身近
にあるもので役に立てるのは嬉しいです。全国に広まればいいな
と思います。 （ユーコープ組合員様より）

mailto:info@fb-kanagawa.com


フードバンクかながわ
ホームぺージ

1月のフードバンク
企業様のご協力により、冷凍食品の寄贈が順調に増え、年間6㌧の寄贈重量目
標を大幅に超える見通しです。休眠預金活用事業として取組が始まり、冷凍庫の貸
し出しを希望される団体様も増えてきました。冷凍食品はだれにとっても便利で使い
やすい食品です。今後も地域の食支援団体および支援を必要とする方々のニーズを
満たしていければ幸いです。
2月は生協で取り組むフードドライブ品がたくさん届き、フードバンクの倉庫が一杯に
なることが予想されます。支援を必要としている方々に速やかに食品をお届けするため
にも、食品の仕分け・棚入れのボランティア参加にもぜひご協力お願いいたします。

イトーヨーカドー様 大量の
フードドライブ品 お供え餅

川崎区社協様体験研修

電気事業連合様より
寄付金を頂きました

神奈川県生協連様

JA神奈川県中央会様
フードドライブ品

職員の小泉様より
自家栽培の米を
寄贈いただきました

スズキ自販湘南様
フードドライブ品横浜銀行磯子金沢エリア様

フードドライブ品

Wismettac様より
メロゴールド(果物)寄贈

中央労働金庫神奈川県本部
フードドライブ品と米一合運動

シニア連合様
体験研修神奈川県高等学校教職員組合様

日本発条労組様より
寄付金を頂きました

2022年度第2回

食支援活動をステップアップする

情報交換会
（オンライン開催）

冷凍食品のロスを食支援に活用する

2023年3月2日(木)

14時～16時30分
お申込み：2月24日（金）〆切
QRコードまたは以下のアドレスにメールでお申し込み
ください

shirota@fb-kanagawa.com

招待URLをお送りします

冷凍食品のロスの発生
～ロスの発生の現場から～
◆マルハニチロ㈱
サスティナビリティ推進部
主任 志村 遥夏さん

冷凍食品の有効活用の全国展開に
向けた動き
～休眠預金活用の可能性～
◆全国フードバンク推進協議会

代表理事 米山 廣明さん

冷凍食品を現場に届ける中間物流と
フードバンクの工夫
フードバンクでひと手間かけて
◆報徳食品支援センター

理事長 本岡 俊郎さん
冷凍の中間拠点を作る
◆(公社)フードバンクかながわ

事務局長 藤田 誠

冷凍食品はニーズが多い
フードパントリーでの活用
◆NPO法人浜っ子南

理事長 下山 洋子さん
行政支援現場での活用
◆横須賀市地域福祉課

北見 万幸さん

１/７神奈川県生協連賀詞交歓会にてフードドライブを開催しました。 ご協力ありがとうございました。

県労福協様50周年記
念事業による米の
マッチングギフトの
取り組み
12月の2.2㌧に続き
900㎏の米をご寄贈
頂きました

そうてつローゼン様
レジ袋収益金による
米の寄贈

mailto:shirota@fb-kanagawa.com
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合意書締結団体

寄贈締結団体 264団体
提供締結団体 323団体
行政・社協 61団体
市民団体 262団体

（子ども食堂・居場所・施設・
福祉関係）

フードドライブ回収拠点 344か所

賛助会員寄付状況

団体会員 217団体 693口
693万円

個人会員 308人 1736口
1,736,000円

寄付
2022年度 17,552,026円
累計 71,559,889円

寄贈食品計 43.4㌧

企業・生協等 28.0㌧

フードドライブ 15.4㌧

寄付金購入 0.0㌧

提供食品計 323回 34.4ｔ

行政・社協 59回 6.1㌧

地域フードバンク 75回 14.９㌧

こども食堂等 145回 10.2㌧

施設・福祉・外国
関連

44回 3.1㌧

２月

基本情報 2022年度の累計（2021年度寄贈287㌧提供270㌧）

寄贈 324.7㌧前年同月比135％ 提供 328.5㌧前年同月比138％

34.4㌧の出庫は前年比110％で、
2月に出庫重量累計がが300㌧を
超えた。

43.4㌧の入庫は前年比135.9％で、
２月に寄贈重量累計が300㌧を超
えた。

提 供（出庫）

紙幅に限りがあり、
敬称略で報告します。

寄 贈（入庫）

○事業者寄贈
マルハニチロ（介護食）、セントラ
ルフーズ（冷凍肉）、山崎製パン
（パン）、コカ・コーラ（飲料）、
日本アクセス（冷凍総菜）、相鉄
ローゼン（米）、ミツハシライス
（米）、日本食研（鍋スープ）、カ
ルゲン製薬（飲料）、ファンケル
（発芽玄米）、神奈川県労福協、日
生協、ユーコープ、パルシステム神
奈川他

○防災備蓄品
資生堂、神奈川県、横浜市総務局、
葉山町、相模原市
○フードドライブ
イトーヨーカドー（26店舗）、無印
良品（39店舗）、そうてつローゼン、
イオン、神奈川トヨタ自動車、神奈
川トヨタ自動車、損保ジャパン、三
井住友信託銀行上大岡支店、大塚商
会、JA横浜磯子支店、JAさがみ、横
須賀市、ワークピア横浜、三浦半島
労福協、ユーコープ、パルシステム
神奈川、他

○米一合運動/プロジェクト
中央労働金庫中原支店、Jマリン横
浜労組、MHIパワーエンジニアリン
グ労組、UAゼンセン神奈川県支部、
小田原・足柄労福協、ユーコープ横
浜２ｴﾘｱ会、ユーコープ湘南2ｴﾘｱ会

〇行政・社協・委託 30団体
横浜市・区社協、横浜ひとり親支援
（横浜市母子寡婦福祉会）、川崎市、
相模原市、横須賀市、鎌倉市、厚木
市、海老名市、茅ケ崎市、小田原市、
川崎市社協、藤沢市社協、綾瀬市社
協、二宮町社協

〇地域のフードバンク 44団体
神奈川ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ･ﾌﾟﾗｽ、たすけあい、
スマイルネットありがとう、く
ろーばーマーケット、カナン・キ
リスト教会、お福わけの会、報徳
食品支援センター、食支援ネット
かながわ、さろんどて、ビーバー
リンク、FBふじさわ、FB浜っ子南、
FB湘南、他

〇こども食堂居場所等 89団体
ひまわり、キッズカフェ杉田、金
沢こども食堂すくすく、満福うえ
のまち食堂、フリースペースたま
りば、ふれあいっこ三ツ沢、宮ノ
マエストロ、なかよし大船こども
食堂、メダカのお弁当、おむすび
の会、平塚YWCA、子ども食堂が
じゅまる他

〇福祉・病院・外国関係 31団体
いきいき福祉会、ブラジル
Soridario、スマイルオブキッズ
（リラの家）、ＤＶ対策センター、
カラー、こども支援センターさく
らの木、リンク トュミャンマー、
自立援助ホーム湘南つばさの家、
ユーコープ、生活クラブ、福祉ク
ラブ他

秦野市生活援護課長
内田 育孝様

2023年になり2か月が経ちました。明るい話題、悲し
い話題、様々なニュースが発信されていますが、私たち
は常に、より安心して暮らせるよう、支援体制の充実、
重層化が必要と考えています。

秦野市では、非課税世帯やひとり親世帯を対象とし
た食糧支援事業を新たに令和３年度から開始しました。
令和４年度でも同様の事業を実施し、12月には、計567
世帯に約５トンの食糧等の配付を行いました。「フード
バンクかながわ」さんをはじめとする、多くの方々の支
援がなければ成り立ちません。

「お困りごとの聞き取り」や「自立に向けた各種支
援につなげるため」にはじめた食糧支援ですが、困窮対
策だけでなくＳＤＧｓの観点からも、今後ますます、
フードバンクへの期待は高まると考えています。

現在、市内にバンク機能を有した倉庫がないことか
ら、「フードバンクかながわ」さんからの物心両面から
御支援をいただきながら、庁内の関係各課、食支援団体

とともに、市内でのバンク開設に向けた検討を進めて
います。

❤食費を削って生活していたので、飲み
物やお菓子も食べられるようになり子供
達も喜んでいました。調味料も貰えて、
負担が少なくなりました😊

❤食べ盛りの男の子が複数いるので餅や
麺類など腹持ちのいい主食類の配布は有
難いです。好きなお菓子も含まれていて、
子どもが喜んでいました😊

❤いつもありがとうございます。一つ一つ
大切に娘のために食べさせます。お米も頂
いているおかげで娘が一人でもおにぎりを
作ったりして、本当に助かっています。

❤ひとり暮らしでは食費は大きな出費であ
るので、今回の食品支援はとても助かりま
した。担当者の方も優しく接して下さり、
うれしかったです。また機会がありました
ら是非利用させていただきたいです。今回
は本当にありがとうございました。😊

❤毎日のことなので、お米大変助かってい
ます。言葉がありません。ありがたいです

食品を利用された方々からの「ありがとうの声」をご紹介します

メッセージ
フードバンクを基軸とした
セーフティネットの重層化に期待

mailto:info@fb-kanagawa.com


フードバンクかながわ
ホームぺージ

２月のフードバンク
２月は冷凍肉、介護食、飲料等、大量の寄贈がありました。特に冷凍品は保管で
きるスペースに限りがあるため、食支援活動団体の皆様には早めの引き取りにご協力
いただき、スムーズに食品をお届けすることができました。
また、生協で取り組んだフードドライブ品もたくさん届きました。倉庫は寄贈食品で満
杯の状態ですが、日々ボランティアさんが届いた食品の仕分け・棚入れ作業にご参加
頂いています。フードバンクかながわは食品の寄贈を頂く企業様、団体様、個人の皆
様、食支援活動に携わる団体の皆様、ボランティアの皆様等、「もったいないを分かち
合い・ありがとうへ」の思いを共有する多くの関係者の皆様に支えられています。

連合神奈川様

相模原市立淵野辺小学校様

葉山町様より災害備蓄品のご寄贈

緑県税事務所様より
災害備蓄品をご寄贈頂きました

JA横浜たすけあいチームの
ボランティアの皆様

神奈川シニア連合様
体験研修（上・下）

三浦半島労福協様
より紙コップパン
をご寄贈頂きまし
た（写真上、左） 損保ジャパン様より災害備蓄品

をご寄贈頂きました

食品ロス削減コースターデザインコンテストに
たくさんのご応募ありがとうございました
作品募集は2023年2月28日をもって終了いたしました。
審査結果は2023年4月に「フードバンクかながわ」
ホームページ上で発表させていただきます。

２/３

マルニチロ様より
介護食23,000食
約2㌧をご寄贈い
ただき、高齢者福
祉の団体に提供し
ました

ユーコープ宅配コースで取組んだ
大量のフードドライブ品

生活クラブが全配送センター
で取組んだフードドライブ品

ユーコープ
横浜中1エリア会様
米一合プロジェクト
米寄贈とボランティ
ア（写真上、左）

小田原・足柄労福協様
（上）米一合運動
での米寄贈（左）

セントラルフーズ様より冷凍
肉（豚ロース肉、豚挽肉、合
いびき肉）約6.6㌧をご寄贈
いただきました

パックご飯、
イワシ缶、
卵スープの
3点セット

パルシステム神奈川フードドライブ品
（写真上）フードドライブと同時取組の
「おもいやりセット」（写真下）は
注文用紙申込で6300セット集まりました

コカ・
コーラ様
より飲料
1.7㌧を
ご寄贈い
ただきま
した

三井住友信託銀行・
上大岡支店様より

フードドライブ・米一合運動/プロジェクト

大磯町民生委員の皆様

小学校での食品ロス削減学習・フードドライブの取組

横浜市立伊勢山小学校様

中央労働金庫中原支店様より米一合運動
で集まった米をご寄贈頂きました

Jマリン労組様ボランティア

かながわ学生ボラ
ンティア連合様

お渡し

Café  de

FUKUSHIMA
様へ

MHIパワーエンジニアリング
労組様米一合運動での米寄贈
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